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研究成果の概要（和文）： 在日ビルマ難民の主観的健康を高めうる難民コミュニティの特性を明らかにするた
めに、定期的にミーティングをもつ在日ビルマ難民コミュニティでの参加観察、インフォーマルインタビューお
よび、対象コミュニティに参加している在日ビルマ難民4名とその会に参加している日本人1名を対象に、半構造
化インタビューを行った。分析は、エスノグラフィの手法を用いた。その結果、4つのテーマが導き出された。

研究成果の概要（英文）：  To identify the characteristics of Burmese refugees’ community in Japan 
to enhance their subjective health, I regularly participated and observed the Burmese refugees’ 
community meetings in Japan. I conducted informal interviews on participants during their meetings. 
Besides I conducted semi-structured interviews on four Burmese refugees and a Japanese who was 
participating in the community. The analysis was based on ethnographic methods. Four themes were 
derived from the results.

研究分野：看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の学術的意義は、在日ビルマ難民の生活と健康の実態と、在日ビルマ難民の主観的健康を高めうる難民
コミュニティの特性を看護学の立場から明らかにしたことである。看護学研究においては、まだ難民を対象にし
た研究はごくわずかであり、本研究結果は、今後の難民に対する看護学研究の発展に寄与するものと考える。社
会的意義は、難民という困難な状況にある人々への理解を進める一助となり得、看護職の実践に示唆を与える知
見を得られたことである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 

 難民は、母国・移動中にトラウマ体験をし、受け入れ国でも困難な状況に置かれることが 

多く、メンタルヘルスが脅かされやすい（Fazel et al.2005）。さらに、近年、慢性疾患や生

活習慣病の有病や発症リスクが高いことも指摘され（Bischoff et al. 2009）、複雑な健康課

題を抱えやすいが、受け入れ国の難民政策や保健医療職者の難民への理解の低さ、言葉・文化

の障壁などから、難民は保健医療へのアクセスが制限されている（Hadgkiss et al.2014)。 

我が国で、これまでに、最も多く難民認定された、もしくは人道配慮による在留特別許可取

得者は、ビルマ出身者である（公表数に限る）（法務省,2017；法務省,2012）。しかし、本国

の情勢不安定により、依然難民認定申請者も多く（法務省,2020）、困難な状況で暮らしている

ことが報告されているが（森ら，2009；関,2012）、多くのビルマ難民が、我が国で暮らしてい

るにもかかわらず、在日ビルマ難民の健康や生活に関する研究はごくわすかである。 

健康や生活が脅かされている状況がある一方で、主観的健康感が良い人が多く、また多くの

人が同じ民族の集まりに参加しており、（竹村、2017）、在日ビルマ難民の主観的健康には、

難民コミュニティが大きく影響していることが考えられた。 

 

２．研究の目的 

 在日ビルマ難民の主観的健康を高めうる難民コミュニティの特性を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

1）保健医療福祉分野における難民コミュニティを対象とした研究に関する文献レビュー 

 本研究は難民コミュニティを対象としており、研究実施の時の参考にするため、文献レビュー

を行った。 

 

2）在日ビルマ難民コミュニティでのフィールドワークとインタビュー 

（1）在日ビルマ難民コミュニティへの参加観察とインフォーマルインタビューの実施 

 定期的にミーティングを開催している在日ビルマ難民コミュニティでの参加観察を行った。

定例ミーティング以外にも、彼らの食事会や、在日ビルマ難民が多く集まるお祭りにも参加した。

また、情報収集のため、在日ビルマ難民を多く支援している日本人へもインタビューを行った。 

 

（2）対象コミュニティ参加者へのフォーマルインタビューの実施 

 参加観察を 1年以上続けたところで、対象コミュニティの会合に、出席している頻度が多い 4

名と、その会に参加している日本人 1名を対象に、半構造化インタビューを行った。 

 

４．研究成果 

（1）保健医療福祉分野における難民コミュニティを対象とした研究の動向と成果、課題の明確

化 

 海外の英語論文 40 件の文献を対象とした。最も多く研究が実施されていたのは米国であり、

続いて豪州、レバノンなど、難民受け入れ国で実施されていた。難民の出身国は、パレスチナと

ソマリアが多かったが、多岐にわたっていた。主にコミュニティベースの調査・介入が報告され

ており、コミュニティを基盤とした参加型研究（CBPR）で行われた研究もあった。質的研究では、

コミュニティの特性や、文化的なものの見方・健康行動、メンタルヘルスや子どもの齲歯など健



康課題にあてたものがあった。介入研究では、受け入れ国の医療従事者やソーシャルワーカー、

学生などが行った健康教育やプロジェクトの実施が報告されていた。直接難民に介入する者も

あったが、難民コミュニティの代表者への介入やコミュニティヘルスワーカーを介した難民コ

ミュニティへの介入も報告されていた。 

 

（2）主観的健康観を高めうる難民コミュニティの特徴 

 ①困難な状況を仲間とともに笑い飛ばそうとしていた 

 研究協力者たちは、先の見通しを立てられないことや、入国管理局にて帰国を勧められるなど

ストレスの多い状況におかれていた。ミーティングでも、話題がそのことになると、場が暗くな

ることは多々あったが、多くのことを冗談に変えて笑い飛ばそうとしていた。 

 また、たまに開催される食事会でも、音楽の話やカラオケを楽しみ、笑顔が絶えない場となっ

ていた。 

 

②同じような大変な目に遭っている人の役に立ちたいと思って参加していた 

 本会の目的の一つで、難民同士助け合う互助の会であり、本国で貧困等による困窮者や民主化

運動を行っている人たちを助けるために、会費を送金していた。これは、他の在日ビルマ難民で

はあまりないことで、この会に参加する動機になっていた。仏教の教えを基に、「困った人を助

ける」ということが当たり前になっていることに加え、人の役に立ちたいという気持ちを持ち続

け、人間の尊厳を保とうとしていることが推測された。 

 

③難民申請・認定に関する情報収集の場となっていた 

 研究協力者たちは、難民申請や入管に関する情報を得るために参加していた。彼らの最大の関

心事は、安定した立場で日本に住み続ける、いわゆる難民認定されるかということであり、その

最新情報を入手する場でもあった。SNS も活用しながら情報収集を行っていたが、休日の貴重な

時間、このミーティングに参加することで、生の情報を得ようとしていたということが考えられ

る。 

 

④祖国の民主化活動に参加しているという信念を持っていた 

 対象コミュニティは、あくまでも政治団体であり、彼らも政治難民だという自覚、国の民主化

活動に参加しているという信念を持っていた。 
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